
宮城県・岩手県と三重県の確認書の締結
※各主体の役割、安全確保等の基
本的な事項を確認

受入可能な市町等が処理体制を順次検討

県による受入調整
①市町等と受入量を調査 ②市町等と
受入量を宮城県・岩手県に報告 ③宮
城県・岩手県を通じて、被災市町村と
搬入量を確定

処理体制の意見照会・現地調査
①処理体制の安全性に関する国か
らの助言 ②県及び市町等による現
地調査

宮城県・岩手県と三重県の協定書の締結
※協定内容は広域処理に関する具体
的な事項を想定

市町等の個別計画の策定

試験焼却
※測定及び結果の評価については、
県と市町等が共同で実施する。

個別処理契約締結
①被災市町村（被災県に事務委託
されている場合は被災県）と三重
県との契約 ②県と市町等の処理に
係る委託先との再委託契約 ※状況
に応じて、施設設置者が被災自治
体と直接契約することもできる

受 入 実 施
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⑦受入ヤード
⑪場内施設周辺
　及び敷地境界
★（1）処理施設
　周辺地区

⑬敷地境界等
★（2）処理施設
　周辺地区

⑯場内施設周辺
　及び敷地境界
★（3）処理施設
　周辺地区

②
③

（*1）放射能濃度（単位：ベクレル/kg）…災害廃棄物に含まれる放射性物質（セシウム）が、1秒間に放出する放射線の数（1秒間に1個の放射線を出すと1ベクレル）。
（*2）遮蔽線量率（単位：シーベルト/時間）…自然の放射線の影響を除いて廃棄物そのものが持っている放射線の量で、遮蔽体の中に災害廃棄物を置いて測定した、空間線量率。
（*3）空間線量率（単位：シーベルト/時間）…一般環境中で人が受ける放射線の量で、単位のシーベルトとは、人体への影響の度合いが考慮されたもの。

責任
区分

測定実施
主体

被災自治体被災自治体 県・市町等または民間施設設置者県・市町等または民間施設設置者

被災自治体被災自治体 県・市町等または民間施設設置者県・市町等または民間施設設置者県県

県（被災自治体のクロスチェック）県（被災自治体のクロスチェック） 県（民間施設設置者のクロスチェック）県（民間施設設置者のクロスチェック）

国（県や市町等からの要望を受けて必要なモニタリングを実施）国（県や市町等からの要望を受けて必要なモニタリングを実施）
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至近距離でも放射線による
影響は無視できるレベル。
また、距離をあけることで
影響はほぼゼロになります。
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